
今年度の主題聖句

平和を尋ね求め、追い求めよ。（詩編  第34編15節）

礼拝動画配信は以下のサイトで
　　 https://www.aoyamagakuin.jp/post_consistency/onlinereihai/　

案  内

聖霊降臨週
神の国節第１週

No. 6,7合併号 （オンライン礼拝）
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           6. 8.

日々の礼拝について、宗教センターホームページで動画配信しております。
以下のURLにアクセスし視聴可能です
URL：https://www.aoyamagakuin.jp/post_consistency/onlinereihai/

礼拝の動画配信について

ハンドベル・クワイア、ゴスペル・クワイア、聖歌隊、青山キリスト教学生会に関心のある方は、
宗教センター（agcac@aoyamagakuin.jp）までメールにて連絡ください。

メンバーを募集しています

宗教センターのホームページに「キリスト教活動のしおり」を載せました。
参照いただき諸活動について参加ください。
URL：
 https://www.aoyamagakuin.jp/wp-content/uploads/2020/04/2020chritianactivity.pdf

「キリスト教活動のしおり」参照ください

QRコード ▼

QRコード ▼

コンテンポラリー礼拝メンバーを募集

６月１０日（水）  大学ゴスペル・クワイア
曲 名：“After This”（J. J. Hairston & Youthful Praise 作曲）
６月１１日（木）  大学聖歌隊
曲 名：「あめなる喜び」（G.バーゴン作曲、C.ウェスレー作詞）    

礼拝奉唱の紹介

教会暦と典礼色

青山学院大学・短大礼拝週報青山学院大学・短大礼拝週報
　５月３１日の日曜日は、今年の教会暦ではペンテコステ（五旬節）にあたります。この日は､
イエス・キリストの復活の日から50日目（ペンテコステとは、ギリシャ語で50を意味します）
にキリストの弟子たちの上に聖霊が降り、最初の教会が誕生してキリスト教の宣教が始まった
ことを記念する日です。聖霊降臨日とも呼ばれるこの出来事は、使徒言行録2章に記され
ています。ペンテコステは、イースター、クリスマスと並ぶキリスト教の三大祝日の一つに
数えられています。この日から聖壇のオルタークロスは赤になります。

ペンテコステ（Pentecost 五旬節）

　「ペンテコステ」はイースターのあと

50日目にあたる祝日で「五旬節」と訳し､

キリスト教会誕生の基点とされています｡

また、次に掲げる聖書の言葉に基づいて､

この日を「聖霊降臨日」と称することも

あります。

 「五旬祭の日が来て、一同が一つになって

集まっていると、突然、激しい風が吹いて

来るような音が天から聞こえ、彼らが座って

いた家中に響いた。そして、炎のような舌が分かれ分かれに現れ、一人一人の上に

とどまった。すると、一同は聖霊に満たされ、“霊”が語らせるままに、ほかの国々の

言葉で話しだした。」（使徒言行録2：1～4）

　このデザインの炎は＜一人一人にとどまる聖霊＞や＜聖霊の七つの賜物＞（イザヤ

書11：2、3）を表わし、中央の降下する鳩は＜天から贈られる聖霊＞を象徴

しています。

キリスト教のシンボル ［3］
「ペンテコステ」

この礼拝は学生が中心となって運営されています。礼拝での奏楽、PAや
照明、動画編集など、学生が奉仕しています。そして今年度も奉仕者を募集
しています！ 興味のある方は公式LINEを友だち追加してください。
学生代表からワーシップチームのLINEグループに招待させていた
だきます！
URL：https://youtu.be/duviWsb8KNE 

QRコード ▼

　キリスト教には教会暦と呼ばれる固有の暦があります。古くから人々は、時間も神が与えて
くださったものであることを覚え、教会暦にそった祝祭日を祝うことで、イエス・キリストの
生涯を覚えつつライフ・スタイルを整えてきました。この教会暦には象徴となる典礼色も定め
られています。呼称や期間区分は教会によって多少異なりますが、本学では合同メソジスト教
会の教会暦にもとづいて、「待降節」（紫＝悔い改め）、「降誕節」（白＝栄光・喜び）、「公現節」(緑
＝恵み・希望・成長）、「受難節」（紫＝悔い改め）、「受難日」（赤＝血・贖罪）、「陰府下り」（黒）､
「復活節」(白＝栄光・喜び）、「聖霊降臨週」（赤＝ 火・力）、「神の国節」（緑＝恵み・希望・成長）、
という周期を用い、聖壇のオルタークロスと礼拝週報の印刷色もこれに合わせています。

クリスマス エピファニーアドヴェント
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今週の聖句

新型コロナウィルスの影響により、ネット上での簡略型の礼拝を配信しております。予告なく内容が変更になる場合があります。ご了承ください。

6月8日（月） 6月9日（火） 6月10日（水）

6月11日（木） 6月12日（金）
説教　伊藤　　悟
　　　 （大学宗教主任）

前　 奏
招　 詞
讃美歌21
聖　 書

奉　 唱

説　 教

祈　 祷
祝福と派遣
後　 奏

 奏楽　作井清雅子
  
532（1節）
Ⅰコリント 
　12：21～26
　　　　（新316頁）
聖歌隊

「あなたの替わりは
　　　　  いません」

説教　大島　　力
（学院宗教部長・大学宗教主任）

前　 奏

招　 詞

讃美歌21

聖　 書

説　 教

祈　 祷

祝福と派遣

後　 奏

 奏楽　作井清雅子

567（2節）

ルカ 21：1～4
　　　　（新151頁）

「目にみえないが
　　　　大切なこと」 聖書（旧）：旧約聖書

聖書（新）：新約聖書　
讃美歌21：1997年版『讃美歌21』
讃美歌：1954年版『讃美歌』

説教　吉岡　康子
　　　 （大学・短大宗教主任）

前　 奏

招　 詞

讃美歌21

聖　 書

説　 教

祈　 祷

祝福と派遣

後　 奏

 奏楽　作井清雅子

467（1節）

Ⅰコリント

　 15：56～58

　　　　（新323頁）

「無駄じゃない！」

説教　島田　由紀
　　　 （大学宗教主任）

前　 奏

招　 詞

讃美歌21

聖　 書

説　 教

祈　 祷

祝福と派遣

後　 奏

 奏楽　作井清雅子

495（1節）

詩編 42：9

　　　 （旧876頁）

「祈 り」

6月5日（金）6月4日（木）

前　 奏

招　 詞

讃美歌21

聖　 書

説　 教

祈　 祷

祝福と派遣

後　 奏

 奏楽　松浦　光子

17（4節）

マタイ 6：33,34

　　　　  （新11頁）

「人生という分数」

説教　大宮　　謙
　　　 （大学宗教主任）

前　 奏
招　 詞
讃美歌
聖　 書

説　 教

祈　 祷
祝福と派遣
後　 奏

 奏楽　松浦　光子

181（１節）
エフェソ 5：21
　　　　（新358頁）

「私たちは
　 仕え合うように
　　　造られている」

説教　藤原　淳賀
　　　 （大学宗教主任）

6月1日（月）

前　 奏

招　 詞

讃美歌21

聖　 書

説　 教

祈　 祷

祝福と派遣

後　 奏

 奏楽　松浦　光子

 342（1節）

ヨエル 3：1
　　　（旧1425頁）

「ドリームとヴィジョン」

説教　左近　　豊
　　　 （大学宗教主任）

6月2日（火）

前　 奏

招　 詞

讃美歌

聖　 書

説　 教

祈　 祷

祝福と派遣

後　 奏

 奏楽　松浦　光子

177（1節）

コロサイ 3：13,14
　　　　（新371頁）

「人類の応用問題
　　　　　　： 赦し」

説教　森島　　豊
　　　 （大学宗教主任）

6月3日（水）

前　 奏

招　 詞

讃美歌21

聖　 書

説　 教

祈　 祷

祝福と派遣

後　 奏

 

472（1節）

詩編 139：1～12
　　　　（旧979頁）

「『自分をみつめる』
　　　　　という罠」

説教　塩谷　直也
　　　 （大学宗教部長）

コンテンポラリー礼拝ペンテコステ礼拝

聖　 書
　
　
メッセージ

　
奉　 唱

　　　　ワーシップ・ディレクター

 フィリピ 4：4～13
　　　　（新366頁）
　 

　
　「生きるための希望」
　      　シュー土戸 ポール

（学院副院長・大学宗教主任）
　

　ゴスペル・クワイア

　　　　塩谷　達也

奏楽　松浦　光子

















































解説：私たちは長くて暗いトンネルを歩んでいるような気持ちになることがあります。その時に、サー
チライトのように自分の行先を一気に照らし、すべてを解決してくれる光が欲しいと願います
が、うまくいきません。聖書は、その人間の厳しい現実をよく知っていて、神は「次の一歩を
どの方向に歩んだらよいか」を示す光を与えられると語ります。それが、日々の神の御言葉で
あり、ろうそくやランプのように私たちの一歩先をやさしく照らしてくれる光です。

聖霊降臨週
「あなたの御言葉は、わたしの道の光／わたしの歩みを照らす灯。」

（詩編  第１１９編１０５節）
解説：きれいごとでは済まされない日々の出来事を前に、「理想」を目指し続ける姿をあざ笑う人 も々

いるでしょう。確かに現実は厳しいものです。しかし私たちはそんな地上の現実の悲惨さを
嘆くためだけに大学にいるのでしょうか。現実を超えて、理想を実現する知恵を身に着けるた
めに、学び続けているのではないでしょうか。現実という「地上のものに心を引かれ」ず、
神の示す理想、すなわち天の「上にあるものに心を留め」ましょう。

神の国節第１週
「上にあるものに心を留め、地上のものに心を引かれないようにしなさい。」

（コロサイの信徒への手紙  第3章2節）


	20 No06,07A
	20 No06,07B

